
Education of Meiji University

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
本
格
的
に
手
伝
い
た
い
と
い
う

受
講
動
機
も
見
受
け
ら
れ
る
。
夜
間
・
土
曜
主

コ
ー
ス
の
履
修
者
に
は
、
責
任
を
伴
う
仕
事
も

目
指
し
た
い
、
い
ず
れ
管
理
職
に
な
る
こ
と
を

想
定
し
て
と
い
う
受
講
動
機
が
比
較
的
多
い
が
、

企
業
派
遣
も
増
え
て
お
り
、
自
ら
勤
務
先
と
交

渉
し
て
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
方
も
お

ら
れ
る
。
修
了
後
、
専
門
職
大
学
院
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
に
入
学
し
た
受
講
生

も
出
て
い
る
。

大
学
ま
で
が
学
び
の
期
間
、
卒
業
後
は
社
会

で
仕
事
一
筋
と
い
う
図
式
は
完
全
に
崩
れ
、
学

部
の
学
生
も
産
学
連
携
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
び
、
社

会
人
に
も
新
た
な
理
論
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
法

を
柔
軟
に
大
学
で
身
に
付
け
る
機
会
が
あ
る
と

い
う
の
が
、
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
の
姿
で
あ
る
。

社
会
か
ら
の
意
外
な
反
響

開
講
初
年
度
の
12
月
、
担
当
事
務
局
で
あ
る

社
会
連
携
事
務
室
に
思
わ
ぬ
知
ら
せ
が
飛
び
込

ん
だ
。
一
億
総
活
躍
担
当
の
加
藤
勝
信
大
臣
（
当

時
）
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
視
察
に
訪
れ
、
受
講

生
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
実
施
し
た
。
社
会
人
の

学
び
直
し
、
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど
が
社
会
的

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後

も
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
経

済
産
業
省
な
ど
か
ら
の
視
察
要
請
が
相
次
い
だ
。

2
0
1
7
年
に
新
設
さ
れ
た
文
科
省
「
職
業

実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
制
度
で
最
初
の
認

定
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
厚
労
省
の
「
専
門
実

践
教
育
訓
練
」
の
指
定
講
座
と
な
っ
た
。
そ
の

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
行
政
の
縦
割
り
と
は
無
縁

の
、
省
庁
間
の
担
当
職
員
相
互
の
連
携
と
情
報

交
換
の
き
め
細
か
さ
が
印
象
的
だ
っ
た
。

全
国
の
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
も
、
多

く
の
問
い
合
わ
せ
や
訪
問
を
受
け
た
が
、
視
察

の
要
請
は
海
外
に
も
広
が
り
、
2
0
1
6
年
に

は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
O
E
C
D
の
社
会
人
教
育
担

当
者
が
、
ま
た
2
0
1
8
年
に
は
ア
メ
リ
カ
労

働
省
の
一
行
が
視
察
に
訪
れ
た
。
明
治
大
学
に

お
け
る
教
育
の
新
し
い
一
側
面
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
注
目
を
集
め
た
わ
け
で
あ
る
。

5
年
目
を
迎
え
て
広
が
る

受
講
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

初
年
度
に
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど

メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
相
次
ぎ
、
そ
の
報
道
が
有

効
な
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
（
宣
伝
）
と
な
っ
た
。
2

年
目
以
降
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
元

受
講
生
に
薦
め
ら
れ
て
と
い
う
受
講
申
込
み
も

か
な
り
多
い
。
充
実
し
た
講
座
内
容
と
学
び
の

成
果
に
満
足
し
た
受
講
生
か
ら
の
薦
め
に
は
説

得
力
が
あ
る
。

30
人
前
後
の
受
講
生
が
連
日
、
正
味
5
か
月

間
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
生
ま
れ

る
絆
の
強
さ
も
当
初
の
想
像
を
超
え
た
成
果
で
あ

る
。
各
人
の
学
生
時
代
の
専
門
は
文
系
、
理
系
を

2
0
1
5
年
度
に
開
設
さ
れ
た
、
リ
バ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ

リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
順
調
に
そ
の
役
目
を

果
た
し
て
い
る
。
本
誌
第
67
号
（
2
0
1
5
年

7
月
）
で
、
講
座
開
設
の
ね
ら
い
を
お
伝
え
し

た
が
、
本
号
で
は
今
日
に
至
る
ま
で
の
状
況
を

紹
介
す
る
。

女
性
の
学
び
の
動
機
を
支
え
る

講
座
の
意
義

「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
、
履
修
証
明
制
度
に
よ
る
半
年
間
集

中
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
女
性
の

仕
事
復
帰
を
支
え
る
「
昼
間
コ
ー
ス
」
と
、
半

年
遅
れ
で
開
講
し
た
仕
事
を
し
な
が
ら
学
ぶ
女

性
向
け
の
「
夜
間
・
土
曜
主
コ
ー
ス
」
が
あ
り
、

開
講
5
年
目
の
今
春
も
ほ
ぼ
定
員
通
り
、
昼
間

コ
ー
ス
9
期
生
36
人
、
夜
間
・
土
曜
コ
ー
ス
8

期
生
30
人
が
学
ん
で
い
る
。
過
去
4
年
半
の
両

コ
ー
ス
合
計
の
履
修
者
数
は
3
9
9
人
と
な
る
。

昼
間
コ
ー
ス
で
は
、
修
了
後
に
あ
る
い
は
子

ど
も
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
て
か
ら
仕
事
復

帰
を
目
指
す
と
い
う
方
が
7
割
を
占
め
る
一
方

で
、
起
業
し
た
い
、
夫
の
事
業
や
実
家
の
父
親

明
治
大
学
の
教
育
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商学部教授　リバティアカデミー『女性のためのスマートキャリアプログラム』コーディネーター

PROFILE

1952年　千葉県生まれ
1975年　明治大学商学部卒業
1982年　明治大学大学院商学研究科博士後期課程単位修得
明治大学商学部兼任講師（1982-2004）、文京女子短期大学専任講師・助教授（1982-1992）、文京女子
大学経営学部助教授・教授（1992-2004）を経て、2004年から現職

主な著書（共著書・分担執筆）
『マーケティング論』（建帛社）、『新版・現代のマーケティング』（八千代出版）、『多頻度小口配送』（ 同友館）、
『Japanese Distribution System』（Probus）、『Japanese Distribution Strategy』（Thomson Learning）他

所属学会
日本商業学会、日本物流学会、日本経営診断学会、組織学会

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
、

新
し
い
社
会
人
の
学
び
を
創
造
す
る

『
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
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問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
卒
業
後
も
各
分
野

で
活
躍
し
た
経
験
を
有
す
る
。
学
ぶ
動
機
や
意

欲
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
さ
に
異
業

種
交
流
と
し
て
の
強
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
そ

れ
は
受
講
生
の
一
生
の
財
産
と
な
り
う
る
。

開
講
2
年
目
か
ら
受
講
生
の
縦
の
つ
な
が
り

が
始
ま
っ
た
。Facebook

に
よ
る
修
了
生
と
現

役
生
の
情
報
交
換
を
皮
切
り
に
、
一
昨
年
か
ら

は
秋
の
「
明
治
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
に

各
期
の
修
了
生
が
協
力
し
て
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

起
業
し
た
方
々
の
事
業
や
商
品
の
紹
介
、
来
訪

者
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
や
受
講
の
薦
め
、
あ

る
い
は
受
講
生
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

場
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
今
年
か
ら

は
、
例
え
ば
情
報
分

野
に
強
い
修
了
生
か

ら
現
役
生
へ
の
I
T

リ
テ
ラ
シ
ー
講
習
会
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
資
格
を
取
得

し
た
修
了
生
に
よ
る

現
役
生
の
就
業
支
援

な
ど
の
自
主
的
な
活

動
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。

自
ら
「
社
会
人
女
性
の
学
び
直
し
」
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
、
そ
こ
で
明

治
大
学
の
講
座
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
く
れ

て
い
る
修
了
生
も
出
て
い
る
。
い
ず
れ
も
女
性

な
ら
で
は
の
巻
き
込
む
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

の
現
れ
で
あ
り
、
学
び
の
成
果
の
大
学
へ
の
還

元
と
い
う
貴
重
な
支
援
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

昼
間
の
受
講
生
か
ら
は
、
留
守
に
す
る
こ
と

に
よ
る
家
事
へ
の
心
配
も
杞
憂
に
終
わ
り
、
小

中
学
生
の
子
ど
も
の
自
立
や
、
夫
か
ら
の
家
事

を
含
む
予
想
以
上
の
協
力
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
聞
こ
え
る
。
ご
自
身
が
講
座
を
受
講
し
始
め

て
か
ら
、
就
職
活
動
中
の
大
学
生
の
娘
や
夫
な

ど
と
、
家
族
で
の
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
が
弾

む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。
お

し
な
べ
て
、
家
族
と
の
絆
が
深
ま
っ
た
と
い
う

意
見
が
多
い
。
夜
間
・
土
曜
主
コ
ー
ス
の
方
々

へ
は
、
企
業
か
ら
の
よ
り
一
層
の
支
援
を
期
待

し
た
い
。

履
修
証
明
制
度
で
、
社
会
的
に
大
き
な
価
値
を

提
供
す
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
受
講
生
募
集
、
応

募
者
面
接
、
履
修
相
談
、
出
欠
管
理
、
修
了
レ

ポ
ー
ト
、
就
職
支
援
、
O
G
と
の
連
携
な
ど
、
事

務
作
業
が
他
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
異
な
り

膨
大
で
多
岐
に
わ
た
る
。
学
部
事
務
室
に
も
似
た

一
連
の
業
務
へ
の
組
織
的
な
体
制
を
整
え
つ
つ
、

今
年
か
ら
最
低
時
間
数
が
半
分
の
60
時
間
以
上

と
な
っ
た
履
修
証
明
制
度
を
さ
ら
に
有
効
に
活
用

し
た
、
社
会
か
ら
の
要
請
に
よ
る
新
た
な
領
域
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
、
大
学
院
レ
ベ

ル
の
高
度
な
内
容
の
講
座
拡
充
が
、
明
治
大
学
と

し
て
次
に
挑
戦
す
べ
き
大
学
教
育
の
課
題
と
な
る
。

　「女性のためのスマートキャリアプログラム」（スマキャ
リ）を知ったのは、長女が明治大学に入学し、保護者
に送付される「明大広報」での紹介記事を目にしたこ
とがきっかけです。まさに「娘も明治、私も明治」という
当時のスマキャリのキャッチコピーと同じ状況でした。
今から4年前のことですが、ちょうど人生半世紀を迎
える前に、何か次のステージへ上がるためのきっかけ
が欲しかったのかもしれません。子育て中心の20年の
ブランクを経て、社会人として自分がなしえる「仕事」
を持ちたいという想いがマックスになっていました。久
しぶりの大学生活は、毎日が新鮮で、初心に戻って学
びました。50代からの起業だなんて、今どきのワーマ
マから見たら、なんと悠長なことと思われることでしょう。

でも、人生100年時代に、学びは一生、いつからでも
遅すぎることはないのです。スマキャリは、私にとって、
ささやかな挑戦であり、人生の大きな転機となりました。
マーケティング理論を実践的に学ぶゼミ形式のクラ
スをはじめ、マネジメント、コミュニケーション、ファッショ
ンに至るまで、用意周到で懇切丁寧なプログラムは、
短期集中でありながら、非常に有意義でした。さらに、
共に学ぶ仲間との出会いも貴重でした。切磋琢磨して、
今も互いの活躍を応援し、励まし合い、近況報告をす
る進捗発表会などをしています。
　私自身は、昨年5月に地元小田原の早川駅前で
「Atelier Weizen Sae」という小さなパン屋を開業し
ました。「地域貢献型起業」を目指し、地産地消・ロー
カルファーストな店づくり、また地域の繋がりを軸にマ
ルシェを主催しています。今後の展開としては、地方
創生をミッションに、自然＋食＋アートを結びつけたイ
ベントを開催し、ますますワクワクすることを楽しみな
がら、「道楽」を追求したいと考えています。

　将来のキャリアアップを目指し、ビジネスに必要な
知識を体系的に学びながら、経験・スキルの棚卸しと、
今後について内省する時間を持ちたいと思い、受講を
決心しました。必須科目である「金融・財務」ではマク
ロの視点を持つことができ、「実践コンサルティングプ
ロジェクト」ではフィールドワーク・プロジェクト運営・
各種フレームワークを用いた提案プレゼンテーション
といった実践的な経験が積め、「ビジョンロードマップ」
はキャリア形成だけにとどまらず、家族や社会との関係
構築といった切り口から、ライフスタイルを熟考する時

間となりました。さまざまな業界で働く、幅広いキャリア
を持った、志を同じくする仲間達との半年間は、日頃
会社では得ることができない各種の刺激を受ける毎
日でありました。なお、卒業後はファッションの世界で
60年の歴史を持ち、現在ではFashion、Food、
Fitnessと3つの事業を展開する株式会社ジュンに転
職し、経営企画室にて社長秘書を務めながら事業部
運営に一部参画するなど、新しいチャレンジの毎日を
過ごしております。また今期の「実践コンサルティングプ
ロジェクト」では、弊社をテーマ企業として採用いただき、
自社の課題を樋渡先生・受講生の皆様と一緒に検討
することを楽しみにしているところです。スマキャリのお
かげで新しいキャリアを踏み出すきっかけを得て、卒
業後もつながりを持たせていただくことで、今ではスマ
キャリの存在自体が自身の大きな財産と感じております。

「女性のためのスマートキャリアプログラム」修了生の声

修了式の様子

昼間コース（2期生）
神戸 さえ
Atelier Weizen Sae　主宰

夜間・土曜主コース（5期生）
加藤 道恵
株式会社ジュン　
経営企画室
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